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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結

累計期間
第62期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 7,193,199 7,734,043 15,292,613

経常利益又は経常損失（△） （千円） 275,384 △102,037 178,681

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 129,546 △130,747 93,479

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 171,994 △72,200 556,185

純資産額 （千円） 17,030,735 17,264,072 17,414,706

総資産額 （千円） 20,555,625 20,981,167 21,026,874

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 13.38 △13.51 9.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.9 82.3 82.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △501,664 631,192 △42,629

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △651,978 △227,807 △811,607

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,003,027 96,259 807,619

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,240,648 1,917,103 1,394,618

 

回次
第62期

第２四半期連結
会計期間

第63期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 1.57 △19.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、第２四半期連結累計期間における、主要な関係会社の異動等は次のとおりです。

 

[木材関連事業]

　当社は、平成27年９月24日開催の取締役会において、当社100％出資の連結子会社である南海建材商貿（上海）有

限公司を解散及び清算することを決議いたしました。解散及び清算の日程につきましては、現地の法律に従い必要な

手続きが完了次第、清算を結了する予定であります。

 

[電線関連事業]

　主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国の景気減速懸念等により依然として先行きに不透明感は

あるものの、政府や日銀による経済・金融政策により円安、株高基調が継続し、企業業績や雇用情勢に改善の動き

が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

　当業界におきましては、新設住宅着工戸数は前年比で増加傾向に転じ、回復の兆しはあるものの、消費増税に

よる反動減の長期化の影響等を受け、依然として厳しい市場環境となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,734百万円（前年同四半期比7.5％増）、営業損失は140百

万円（前年同四半期は営業利益149百万円）、経常損失は102百万円（前年同四半期は経常利益275百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は130百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益129百万円）とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①木材関連事業

　木材関連事業におきましては、国内市場では主力製品の拡販によるシェアの拡大、新製品の積極的な開発、

リフォーム市場や非住宅市場への参入を積極的に推進しつつ、引き続き、収納材を中心にお客様のニーズに

合った製品の生産・販売活動に注力いたしました。海外市場ではフランス子会社の販売活動が本格化したこと

も、売上高増加に寄与しました。しかしながら、国内市場では円安による輸入原材料価格の上昇を受けたこ

と、また海外市場ではフランス子会社において想定よりもセールスミックスが悪化したことで利益率が低下し

たこと等により各段階損益は前年同四半期を下回る結果となりました。

　結果、売上高7,038百万円（前年同四半期比11.1％増）、セグメント損失は131百万円（前年同四半期はセグ

メント利益118百万円）となりました。

②電線関連事業

　電線関連事業におきましては、新規のリニューアル市場及びスマート商材市場の販路開拓に注力した販売活

動を実施してまいりましたが、地方における電材業界に寄与する物件の新設が減少傾向にあることに加え、県

外からの競合参入による価格競争の激化、大手サブコンからの受注減少等により、前年同四半期に比べ業績は

悪化しました。

　結果、売上高695百万円（前年同四半期比18.9％減）、セグメント損失は９百万円（前年同四半期はセグメ

ント利益30百万円）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資有価

証券の売却、売上債権の減少、短期借入金の純増加額、たな卸資産の減少などから前連結会計年度末に比べ522百

万円増加し、1,917百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、増加した資金は631百万円（前年同四半期は501百万円の減少）となりました。

　これは、主な増加要因としては、減価償却費280百万円、売上債権の減少238百万円、デリバティブ評価損160

百万円であるのに対し、減少要因として、税金等調整前四半期純損失91百万円、仕入債務の減少85百万円、法人

税等の支払額77百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、支出した資金は227百万円(前年同四半期比65.1％減）となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出318百万円等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、増加した資金は96百万円（前年同四半期比90.4％減）となりました。

　これは、主に短期借入金の純増加額211百万円によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、37百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,095,800 10,095,800
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 10,095,800 10,095,800 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 10,095,800 － 2,121,000 － 1,865,920
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

南海興産株式会社 香川県高松市常磐町２丁目１３番地４ 2,753 27.27

公益財団法人南海育英会 香川県高松市常磐町２丁目１３番地４ 1,554 15.40

丸山　修 香川県高松市 492 4.88

株式会社百十四銀行 香川県高松市亀井町５番地の１ 467 4.64

南海プライウッド株式会社 香川県高松市松福町１丁目１５－１０ 418 4.15

小林　茂 新潟県新潟市 302 2.99

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町２丁目１ 243 2.40

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 143 1.41

南海プライウッド従業員持株

会
香川県高松市松福町１丁目１５番１０号 134 1.33

株式会社百十四ディーシー

カード
香川県高松市田町１１番地５ 128 1.27

計 － 6,637 65.74
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(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　418,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式9,561,000 9,561 －

単元未満株式 普通株式　116,800 －
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 10,095,800 － －

総株主の議決権 － 9,561 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

南海プライウッド㈱
香川県高松市松福町

１丁目１５－１０
418,000 － 418,000 4.14

計 － 418,000 － 418,000 4.14

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、西日本監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,394,618 1,917,103

受取手形及び売掛金 3,486,811 3,439,166

電子記録債権 1,625,524 1,415,959

商品及び製品 981,571 857,738

仕掛品 1,228,304 1,080,411

原材料及び貯蔵品 2,175,410 2,361,021

繰延税金資産 109,351 89,610

その他 404,073 390,798

貸倒引当金 △4,846 △4,540

流動資産合計 11,400,819 11,547,268

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,503,300 5,606,161

減価償却累計額 △4,269,157 △4,322,413

建物及び構築物（純額） 1,234,143 1,283,747

機械装置及び運搬具 7,887,136 7,750,257

減価償却累計額 △6,572,121 △6,543,536

機械装置及び運搬具（純額） 1,315,015 1,206,720

工具、器具及び備品 403,687 404,313

減価償却累計額 △355,436 △363,116

工具、器具及び備品（純額） 48,250 41,197

土地 4,024,399 4,027,049

建設仮勘定 159,306 293,904

その他 27,200 32,841

有形固定資産合計 6,808,315 6,885,460

無形固定資産   

その他 350,753 278,291

無形固定資産合計 350,753 278,291

投資その他の資産   

投資有価証券 780,654 687,063

長期貸付金 110,859 121,244

繰延税金資産 19,144 16,831

投資不動産 1,605,416 1,605,416

減価償却累計額 △522,621 △538,113

投資不動産（純額） 1,082,795 1,067,303

退職給付に係る資産 4,436 －

その他 476,370 385,151

貸倒引当金 △7,274 △7,447

投資その他の資産合計 2,466,986 2,270,147

固定資産合計 9,626,055 9,433,899

資産合計 21,026,874 20,981,167
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,125,545 1,026,268

短期借入金 870,753 1,099,900

未払金 360,558 362,561

未払費用 129,732 114,120

未払法人税等 84,454 31,986

未払消費税等 166,614 67,961

賞与引当金 162,827 148,506

デリバティブ債務 36,955 197,236

その他 83,960 109,194

流動負債合計 3,021,401 3,157,738

固定負債   

長期借入金 334,040 270,076

繰延税金負債 77,059 75,746

役員退職慰労引当金 9,440 9,440

退職給付に係る負債 153,833 187,616

その他 16,394 16,477

固定負債合計 590,767 559,356

負債合計 3,612,168 3,717,094

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,121,000 2,121,000

資本剰余金 1,865,920 1,865,920

利益剰余金 13,160,740 12,952,556

自己株式 △133,316 △134,312

株主資本合計 17,014,343 16,805,163

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 89,575 89,923

為替換算調整勘定 331,587 384,710

退職給付に係る調整累計額 △20,800 △15,724

その他の包括利益累計額合計 400,362 458,909

純資産合計 17,414,706 17,264,072

負債純資産合計 21,026,874 20,981,167
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 7,193,199 7,734,043

売上原価 5,009,216 5,739,184

売上総利益 2,183,982 1,994,859

販売費及び一般管理費   

発送運賃 432,504 470,642

貸倒引当金繰入額 △10,528 △3

報酬及び給料手当 604,107 669,763

賞与引当金繰入額 89,322 76,209

退職給付費用 26,727 42,497

その他 892,727 876,309

販売費及び一般管理費合計 2,034,862 2,135,418

営業利益又は営業損失（△） 149,120 △140,558

営業外収益   

受取利息 8,682 6,568

受取配当金 6,624 7,039

持分法による投資利益 1,585 1,385

為替差益 36,179 135,168

受取賃貸料 50,633 40,519

前受金取崩益 41,356 －

その他 24,770 63,182

営業外収益合計 169,832 253,864

営業外費用   

支払利息 2,272 3,355

デリバティブ評価損 － 160,281

賃貸費用 36,528 32,130

その他 4,767 19,576

営業外費用合計 43,567 215,342

経常利益又は経常損失（△） 275,384 △102,037

特別利益   

固定資産売却益 3,732 6,907

投資有価証券売却益 － 16,341

特別利益合計 3,732 23,249

特別損失   

固定資産除却損 17,891 12,762

固定資産売却損 622 328

特別損失合計 18,514 13,091

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
260,603 △91,879

法人税、住民税及び事業税 91,663 23,802

法人税等調整額 39,394 15,064

法人税等合計 131,057 38,867

四半期純利益又は四半期純損失（△） 129,546 △130,747

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
129,546 △130,747
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 129,546 △130,747

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 20,319 347

繰延ヘッジ損益 △5,154 －

為替換算調整勘定 22,958 53,122

退職給付に係る調整額 4,325 5,076

その他の包括利益合計 42,448 58,546

四半期包括利益 171,994 △72,200

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 171,994 △72,200
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
260,603 △91,879

減価償却費 254,669 280,889

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,460 151

賞与引当金の増減額（△は減少） △164,430 △14,684

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 47,085 4,436

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △14,295 42,812

受取利息及び受取配当金 △15,306 △13,608

支払利息 2,272 3,355

為替差損益（△は益） △5,357 △20,081

持分法による投資損益（△は益） △1,585 △1,385

デリバティブ評価損益（△は益） △15,660 160,281

有形固定資産売却損益（△は益） △3,110 △6,578

固定資産除却損 17,891 12,762

投資有価証券売却損益（△は益） － △16,341

売上債権の増減額（△は増加） 346,363 238,062

たな卸資産の増減額（△は増加） △419,936 69,906

仕入債務の増減額（△は減少） △157,175 △85,011

差入保証金の増減額（△は増加） △52,963 92,152

その他 △173,252 39,717

小計 △104,647 694,956

利息及び配当金の受取額 16,912 17,257

利息の支払額 △2,014 △3,407

法人税等の支払額 △411,914 △77,614

営業活動によるキャッシュ・フロー △501,664 631,192

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △561,452 △318,596

有形固定資産の売却による収入 5,105 7,502

有形固定資産の除却による支出 △6,325 △11,272

無形固定資産の取得による支出 △50,537 △6,101

投資有価証券の売却による収入 － 109,659

貸付けによる支出 △100,000 △100,000

貸付金の回収による収入 61,000 91,000

投資不動産の取得による支出 △250 －

その他 480 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △651,978 △227,807

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 800,000 211,993

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 － △37,500

自己株式の取得による支出 △318 △996

配当金の支払額 △96,654 △77,237

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,003,027 96,259

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,753 22,841

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △166,369 522,485

現金及び現金同等物の期首残高 1,407,017 1,394,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,240,648 ※ 1,917,103
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形割引高 －千円 30,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 1,240,648千円 1,917,103千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,240,648 1,917,103

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 96,808千円 10円 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 77,436千円 ８円 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

南海プライウッド株式会社(E00635)

四半期報告書

16/21



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 木材関連事業 電線関連事業 合計 調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注）

売上高      

外部顧客への売上高 6,335,470 857,729 7,193,199 － 7,193,199

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ 2,101 2,101 △2,101 －

計 6,335,470 859,830 7,195,301 △2,101 7,193,199

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
118,749 30,371 149,120 － 149,120

　（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 木材関連事業 電線関連事業 合計 調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注）

売上高      

外部顧客への売上高 7,038,346 695,697 7,734,043 － 7,734,043

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ 2,103 2,103 △2,103 －

計 7,038,346 697,800 7,736,147 △2,103 7,734,043

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△131,544 △9,014 △140,558 － △140,558

　（注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を

適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上す

るとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による

取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

方法に変更しております。

　これによるセグメント損益に与える影響はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなってお

り、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

　前連結会計年度（平成27年３月31日）

 

対象物の種類 取引の種類
契約額等
（千円）

契約額等のうち
１年超

（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

　通貨

オプション取引     

買建　コール     

米ドル 5,333,270 2,247,730 89,322 89,322

     

売建　プット     

米ドル 15,999,810 6,743,190 △126,278 △126,278

合計 21,333,080 8,990,920 △36,955 △36,955

（注）　１．時価の算定方法

　　　取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

 

　当第２四半期連結会計期間（平成27年９月30日）

 

対象物の種類 取引の種類
契約額等
（千円）

契約額等のうち
１年超

（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

　通貨

オプション取引     

買建　コール     

米ドル 7,124,690 3,378,580 63,751 63,751

     

売建　プット     

米ドル 13,532,870 5,744,440 △260,988 △260,988

合計 20,657,560 9,123,020 △197,236 △197,236

（注）　１．時価の算定方法

　　　取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。

　２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
13円38銭 △13円51銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又

は親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）

129,546 △130,747

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額又は親会社株主に帰属する四

半期純損失金額（△）（千円）

129,546 △130,747

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,680 9,678

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

南海プライウッド株式会社

取締役会　御中

 

西日本監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　栖　正　紀 　印

 

 業務執行社員  公認会計士 稲　積　博　則 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている南海プライウッ

ド株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日

から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、南海プライウッド株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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